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インドには 2 種類の都市地域が存在している。1 つ
は法的な都市地域（Statutory towns（STs））であり，
州の市政機関（a municipality, corporation, cantonment 














































ンの 37.2％は 1 級都市 1）に隣接していること，2001


























































































する山岳州の 1 つである（第 1 図）。面積は 53,566km2





















当州の人口は 1901 年時点で 198 万人であったが，
特に 1961 年以降人口の急増が認められる （第 2 図）。
増加率をみると，1961 ～ 71 年は 24.4％，1971 ～ 81
年は 27.4％，1981 ～ 91 年は 23.1％，1991 ～ 2001 年
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第２図　ウッタラーカンド州の人口推移




















から 20 年代にかけて都市人口増加率の上昇は 10％以
下の低いレベルにとどまっていた。都市人口の増加は
総じて 1931 年まで緩慢であった。都市人口が急増し
たのは 1931 年以降であり，1951 ～ 61 年の 10 年間
を除くといずれも 30％以上の増加を遂げた。これに
より，州の都市人口比率も大きく上昇した。都市人口
比率は 1941 年の 10.3％から，1991 年の 22.4％を経
て，2011 年には 30.0％までに達した。都市人口の増
加に対応して，都市数も増加した。都市数は 1901 年
の 20 か ら，1971 年 の 40，2001 年 の 87 と 推 移 し，
2011 年には 116 まで増加した。一方，センサス・タ
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第３図　県別にみた人口の増減（1991～2011 年）
資料：Census of India 2011 により作成。
第 3 図　県別にみた人口の増減




都市は主に下記の 6 つに分類されている。Municipal 








11,000 以上 25,000 人未満の都市部を指している。一
方，Nagar Palika Parishad（N.P.P）は一般的には人口 10 万人以上の都市部を示している。Industrial Township
（I.T.S）は工業都市であり，当州のデヘラードゥーン
県とハルドワール県に 1 つずつある。以上の都市部が
法制化された都市である。1991 年～ 2011 年の当州の
都市類型別都市数の変化をみると，法制化された都市
のなかで，N.P だけが 29 から 31 に増加しているが，
他の法制都市の増加はみられない。それに対して，セ
ンサス・タウンは 1991 年の 3 タウンから，2001 年に





















1901 154,473  7.8  20  0
1911 181,241  8.5 26,768 17.3  20  0
1921 195,277  9.2 14,036  7.7  23  0
1931 195,797  8.5 520  0.3  25  0
1941 270,423 10.3 74,626 38.1  25  0
1951 398,296 13.5 127,873 47.3  34  0
1961 494,966 13.7 96,670 24.3  32  1
1971 734,276 16.3 239,310 48.3  40  1
1981 1,061,821 18.5 327,545 44.6  65  1
1991 1,579,295 22.4 517,474 48.7  76  3
2001 2,184,849 25.7 605,554 38.3  87 12
2011 3,026,203 30.0 841,354 38.5 116 41
注：CT はセンサス・タウンを指す。





Municipal Corporation 1 1 1
Industrial Township 2 2 2
Cantonment Board 9 9 9
Nagar Panchayat 29 31 31
Nagar Palika Parishad 32 32 32
Census Town 3 12 41
資料：Census of India 2011 により作成。
第３表　県別にみた都市人口の変動
県名
都市人口（人） 都市人口の比率（％） 増加数（人） 増加率（％） 都市数
1991 2001 2011 1991 2001 2011 1991-2001 2001-2011 1991-2001 2001-2011 1991 2001 2011
ウッタルカシー 17,261 22,918 24,305 7.2 7.8 7.4 5,657 1,387 32.8 6.1 3 3 3
チャモリ 38,697 50,703 59,396 11.9 13.7 15.2 12,006 8,693 31.0 17.1 6 6 6
ルドラプラヤ 1,843 2,732 9,925 0.9 1.2 4.1 889 7,193 48.2 263.3 2 2 2
テーリ・ガルワール 32,887 60,440 70,139 6.3 10.0 11.3 27,553 9,699 83.8 16.0 5 7 7
デヘラードゥーン 471,765 689,831 936,679 46.0 53.8 55.2 218,066 246,848 46.2 35.8 12 15 22
パウリ・ガルワール 70,116 89,875 108,527 10.5 12.9 15.8 19,759 18,652 28.2 20.8 5 7 9
ハルドワール 348,142 444,106 693,094 31.0 30.7 36.7 95,964 248,988 27.6 56.1 8 10 24
ピトラガール 35,697 56,094 69,605 8.6 12.1 14.4 20,397 13,511 57.1 24.1 3 3 3
バゲシュワル 5,772 7,803 9,079 2.6 3.2 3.5 2,031 1,276 35.2 16.4 1 1 1
アルモラ 47,735 54,505 62,314 7.8 8.6 10.0 6,770 7,809 14.2 14.3 4 4 5
チャンパワット 26,098 33,778 38,343 13.7 15.0 14.8 7,680 4,565 29.4 13.5 4 4 4
ナイニータール 190,989 269,050 371,734 33.2 35.3 38.9 78,061 102,684 40.9 38.2 8 8 11
ウダム・シン・ナガール 292,293 403,014 573,063 31.6 32.6 34.8 110,721 170,049 37.9 42.2 15 17 19






も上記の 4 県で高く，いずれも 30％を超えていた。
その中で，最も高かったのはデヘラードゥーン県であ
り，当県の全人口の 46.0％を占めた。上記 4 県以外
の県は都市人口比率が 15％以下と低く，特に，ルド
ラプラヤ県とバゲシュワル県の都市人口はそれぞれ



































1991 年にはセンサス・タウンは 3 つのみで，デヘラー
ドゥーン県，チャンパワット県，ウダム・シン・ナガー
ル県に分かれて分布していた。
2001 年になると，センサス・タウンの数は 12 に増

























資料 :Census of India 2011 により作成。　
第４図　ウッタラーカンド州におけるセンサス・タウンおよび近隣主要都市
資料 : Census of India 2011 により作成。
陳　林・勝又悠太朗・蘇冠東：インド・ウッタラーカンド州におけるセンサス・タウンの増加と空間特性
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2011 年にはセンサス・タウンは 41 にまで増加し

























































1991 2001 2011 1991 2001 2011
ウッタルカシー 17,261 22,918 24,305 0 0 0
チャモリ 38,697 50,703 59,396 0 0 0
ルドラプラヤ 1,843 2,732 9,925 0 0 0
テーリ・ガルワール 32,887 60,440 70,139 0 11,444 18,016
デヘラードゥーン 471,765 689,831 936,679 18,532 48,511 141,557
パウリ・ガルワール 70,116 89,875 108,527 0 9,033 25,308
ハルドワール 348,142 444,106 693,094 0 23,984 177,632
ピトラガール 35,697 56,094 69,605 0 0 0
バゲシュワル 5,772 7,803 9,079 0 0 0
アルモラ 47,735 54,505 62,314 0 0 5,166
チャンパワット 26,098 33,778 38,343 6,572 8,179 7,990
ナイニータール 190,989 269,050 371,734 0 0 43,425
ウダム・シン・ナガール 292,293 403,014 573,063 22,072 36,043 69,840
州全体 1,579,295 2,184,849 3,026,203 47,176 137,194 488,934
































市を主要都市としている。1 級都市は 50 万人以上の
















えて検討した 3）。これら 4 都市との道路距離が 15km
内のセンサス・タウンは 12 タウンであり，15 ～
30km 内には 7 タウンが認められた。その中で，ハル
ドワールに近接しているのは 10 タウンと多く，デヘ
ラードゥーンとハルドワーニーに近接しているのはそ

























15km 以下 15-30km 30-50km 50-100km 100-200km 200km 以上
50 万人以上都市 4（ 4） 1（1） 5（ 5） 26（24） 5（1）
10 万人以上都市 12（12） 7（7） 14（13） 7（ 3） 1 　　 0
郡の中心都市 36（32） 5（3） 0 　　 0 　　 0 　　 0
最寄り鉄道駅 35（31） 2（2） 2（ 2） 1 　　 1 　　 0
注：（　）内の数字は州都および平原地域のセンサス・タウン数である。
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資料：Census of India 2011 により作成。
第５図　ウッタラーカンド州における主要県別の県外転入人口数








農村部 都市部 農村部 都市部
テーリ・ガルワール 86,515（100） 53,354（61.7） 5,268（ 6.1） 9,853（11.4） 6,314（7.3） 7,151（ 8.3） 4,575（ 5.3）
デヘラードゥーン 351,679（100） 63,149（18.0） 42,341（12.0） 73,637（20.9） 29,051（8.3） 71,206（20.2） 72,295（20.6）
パウリ・ガルワール 106,997（100） 64,461（60.2） 7,178（ 6.7） 10,799（10.1） 6,275（5.9） 9,121（ 8.5） 9,163（ 8.6）
ハルドワール 251,258（100） 64,474（25.7） 21,327（ 8.5） 17,665（ 7.0） 10,083（4.0） 87,478（34.8） 50,231（20.0）
ナイニータール 171,626（100） 43,774（25.5） 16,373（ 9.5） 46,753（27.2） 14,781（8.6） 26,864（15.7） 23,081（13.4）
ウダム・シン・ナガール 247,736（100） 48,478（19.6） 23,764（ 9.6） 23,567（ 9.5） 12,656（5.1） 98,156（39.6） 41,115（16.6）









































































































アジア地域研究」，および JSPS 科研費 JP19H01384
による研究成果の一部です。
注
1）1 級都市は 10 万人～ 50 万人の都市を指す（Pradhan, 2013）。
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　 In recent years, Census Town has become an important part of India＇s urbanization. This study aims to explore 
the role of urbanization in the growth of Census Towns in the state of Uttarakhand, which is one of the peripheral 
states benefiting from the economic growth of the Delhi metropolitan area. The state has basically experienced a slow 
level of urbanization, but this trend has progressed since the economic liberalization that was implemented in 1991. 
The rapid increase in urban population was mainly witnessed in three plain districts and the Nainital district, and the 
ratio of urban population was also higher compared to that of other districts. In contrast, although the urban population 
has been increasing, the ratio of urban population in the districts of mountainous regions remains low. 
　 It was also found that the population of Census Towns increased with the progress of urbanization, and there 
were great variations among regions in the state of Uttarakhand. The population of Census Towns is increasing 
remarkably in the highly urbanized plain districts but remains scarce in the mountainous districts, except the Nainital 
district. The ratio of Census Town population to urban population is not necessarily high in the plain districts but has 
been increasing in recent years. On the one hand, mountainous regions do not have major cities, so the ratio of Census 
Town population to urban population is relatively high. Moreover, the increase of Census Towns in the state shows a 
decentralized location in the three plain districts and the Nainital district. Therefore, it became clear that access to local 
central cities and railway stations was a more important factor than the proximity to state capitals and first class cities 
with more than 100,000 people. On the other hand, the increase of Census Town population in mountainous regions 
suggests that the formation of small-scale centers in this area is also progressing.
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